	消費税の大増税やめよ！暮らしにかかる消費税の減税を！
消費税廃止各界連ニュース№３０６
２０１０年５月１９日
〒171-8575　豊島区目白２－36－13　全商連会館内

TEL ０３（３９８７）３２３０   FAX  ０３（３９８８）０８２０　　http://ｓｈｚ-haishi.jp


このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。

民主党が参院選公約に明記
「次期衆院選後に消費税増税」
民主党は５月13日、マニフェスト企画委員会で次期衆院選後に消費税引き上げを含めた「抜
本改革」をおこなうことを参院選公約に明記すると決め、閣僚などからも、「増税の必要」発

言が強まっています。自民党も参院選公約で、消費税を「国民安心税」として社会保障にあて

ると決定。多くの新党も消費税引き上げと法人税引き下げを公約にするなど、このままでいけ

ば、参院選は「増税大合唱」の様相の可能性もあります。全国代表者会議での山家悠紀夫さん

の講演内容やパワーポイント学習資料の内容を大活用し対話に生かすとともに、宣伝と政党・
候補者アンケートなどを強めて、増税勢力を包囲する大運動にとりくみましょう。

参院選で増税勢力に厳しい審判を
＜各界連の4月定例宣伝＞

　各界連は４月23日、新宿駅東口で定例宣伝をおこない、小雨の中、７団体17人が参加しました。全国保険医団体連合会事務局次長の小林登喜生さん、日本共産党中央委員会中小企業局長の最上清治さん、消費税をなくす東京の会事務局長の林幸二さん、東京商工団体連合会の増村泰弘さんがそれぞれ訴えました。各弁士は、２０１０年度末までに消費税収が２２４兆円になるにもかかわらず、法人税減税などに２０８兆円が使われて、福祉には使われなかった実態や消費税が中小業者の営業破壊税であること、医療崩壊に歯止めをかけることが求められていることなどを告発。さらに鳩山政権が肝心要の問題で国民の願いを裏切り支持率を下げていること、消費税増税論議を許さず国民の声を大きく上げていく必要があることなどを訴えて、７月の参議院選挙では消費税増税を許さず減税を実現できる勢力を大きくしていこうと呼びかけました。カナダ生まれの30代の青年が「日本の消費税率は５％でまだ低い、カナダは14％だ。消費税は公平な税金だと思う」と語ったのに対して、税率を比較すると日本は５％だが、税収にしめる消費税の割合は大きいことや大企業には内部留保が過剰なまでに蓄積されている問題を話すと「日本の税収がそのようになっているのは知らなかった。よく考えてみる」と答えていました。
＜４月の各地の行動＞

★財政口実の庶民増税は許せない＜秋田＞　秋田県各界連は４月26日、秋田駅前ポポロロードで３団体６人が宣伝。参院選が近づく中で、鳩山内閣は「社会保障のため」「財政健全化」などを口実に国民に増税を押し付けようとしていることを話し、無駄遣いや大企業優遇税制をやめれば増税はしなくていいことを訴えて署名をしてもらいました。

★「これ以上上げられたら本当に困る」の声＜静岡＞　静岡県各界連絡会は４月23日、６団体９人が参加し、静岡市葵区呉服町で署名宣伝行動をおこないました。各団体の代表が交代でマイクを握り、「消費税増税反対・食料品には非課税を」と通行人や商店街に訴えました。県商連の代表は、「民主党政権になっても景気・暮らしは一向に良くならない。こんな暮らしの中で消費税を増税したら、身銭をきる中小業者は倒産・廃業に追い込まれてしまう。消費税増税は絶対に許してはいけない。廃止を」などと訴えました。署名に応じた女性(73歳)は、「消費税は上げないで欲しい。増税は仕方無いのかな?　しかし米軍基地に多額のお金を使うなど考えなくてはいけないのではないか」と話していました。また別の女性(66歳)は、「私は年金暮らしで食べるのがやっとの生活。消費税をこれ以上上げられたら、本当に困る」と話していました。この日は小雨の降る肌寒い中での行動でしたが、34人分の署名が集まりました。

★「ため込んだお金があるならそこから払って」と女性＜岐阜＞　西濃各界連は４月25日、４人が養老町のスーパー前で宣伝。鳩山内閣が普天間基地問題などあらゆる重要課題で公約を裏切る言動が相次いでいることを紹介し、「『４年間は消費税増税しない』も公約ではない」と言い出しかねない危険性を訴えました。買物を終えた女性らは「大企業にため込んだお金があるのなら、そちらを崩して払ってもらいたい」と署名するなど、33人から署名が寄せられました。

★雨の中、青年も写真店長も署名に応じる＜福岡＞　福岡県各界連は４月23日、天神コア前で４団体６人が宣伝。参院選に向け増税宣伝が強まっていることを紹介し、草の根の世論で打ち破ろうと訴えました。あいにくの雨の中でしたが、訴えに足を止め署名する人も目立ちました。行動のあと、写真をプリントしてくれた写真店長も署名に賛同してくれました。　■□
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